
１回のアッセイ、2つの洞察
卓越した精度、簡便性、およびスケールで、遺伝子調節の包括的な理解を実現。 
イルミナの5塩基ソリューションは、DNAメチル化解析に対する根本的に異なる 
アプローチです。新しいケミストリーと最適化されたアルゴリズムにより、1回のリード
アウトでゲノムとエピゲノムの同時解析が可能となり、効率的なワークフローを実現します。

DNAは本質的にマルチオミクスであり、修飾された塩基がエピジェネティックな情報を保持してい
ます。イルミナの5塩基ソリューションは、5-メチルシトシン（5mC）を非修飾のA、T、G、C塩基と
同時に検出し、マルチオミクスへの洞察を提供します。

一般的なDNAメチル化検出の方法では、バイサルファイトまたは酵素を用いて非メチル化CをTに
変換します。この方法ではヌクレオチドの多様性を低下させ、リードのアライメントをより困難にし
ます。バイサルファイト処理はDNAを損傷させ、データギャップを引き起こす場合もあります。イル
ミナの5塩基ケミストリーは、シンプルな手順1つで5mCのみをTに直接変換するため、DNAへの
損傷がなく、ライブラリーの複雑さを維持します。

本製品の使用目的は研究に限定されます。診断での使用はできません。 M-GL-03401 v2.0-JPN 

メチル化およびバリアント検出のためのイルミナの5塩基ソリューション

1回のアッセイで遺伝子バリエーションとメチル化のデータを取得 

新しいケミストリーが5mCからTへの直接変換を実現 

• DRAGENTM解析が提供する、ゲノムと
エピゲノムの高精度な2種類の
アノテーション

• Illumina Connected Multiomicsに
よる、使いやすくわかりやすい可視化と
解析

簡素化されたデータ解釈

• 高いカバレッジ均一性でメチロームと
ゲノムに対する洞察を統合

• より高いマッピング効率と最大の
シーケンス出力

すべてのリードを有効活用

• シンプルな手順1つで5mCをT塩基に
変換

• 1日以内で完了できる簡単なライブラリー
調製*

マルチオミクスワークフローの効率化

バイサルファイト法または市販の酵素変換法 イルミナ5塩基変換

TTGTTGGATCGT

CCGTCGGACCGC

5m

CCGTCGGACCGC

CCGTCGGACTGC

5m

*全ゲノムワークフローの場合。

✓利点 x欠点
より良い効率性

DNA損傷

メトリクス バイサルファイト法 市販の酵素法 イルミナの5塩基法

ヌクレオチド多様性 低x低x 高✓

低x低x 高✓

高x高x 低✓

高✓高✓ 高✓

中x高x 低✓

ワークフローの複雑さ

メチル化検出の精度

バリアント検出の精度
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他のメチル化検出方法に対するイルミナ5塩基ソリューションの利点



イルミナによるライブラリー調製から解析までの合理化されたワークフロー 

多様なサンプルタイプに 
対応、セルフリーDNAを 
含む 

全ゲノムシーケンスまたは
ターゲット濃縮† 

NovaSeqTM Xシリーズ 
またはNextSeqTM 2000
システム 

DRAGEN二次解析 Illumina 
Connected 
Multiomics 

サンプル 
調製

ライブラリー 
調製

シーケンス 解析 洞察

†キットは2026年上半期販売予定です。

ゲノムおよびメチロームの高精度なデータを同じリードで取得 

同じリードから2つの洞察 

組み合わせ
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2番染色体

メチル化アリル
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バイサルファイト法 市販酵素法 イルミナ5塩基法 

メチル化検出

イルミナ5塩基ソリューションについての 
詳細は、こちらをご覧ください
illumina.com/5-base

イルミナの5塩基ソリューションは、マルチオミクスの洞察をさらに得やすく、遺伝子
制御メカニズムを解明するのを容易にします。豊富なコンテキストが、がんや遺伝性
疾患のバイオマーカーの解明をサポートし、疾患研究や治療法開発の取り組みを加
速します。

アクセスしやすいマルチオミクス探索 

‡WGS：全ゲノムシーケンス、SNV：1塩基変異、HET：ヘテロ接合性、CpG：シトシン-グアニンジヌクレオチド、mCpG：メチル化シトシン-グアニンジヌクレオチド、NonRef C：非リファレンスシトシン

本製品の使用目的は研究に限定されます。診断での使用はできません。 M-GL-03401 v2.0-JPN

https://jp.illumina.com/techniques/sequencing/methylation-sequencing/methylome-genome.html



